
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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立命館生協

無料試食会
取り組み概要

日時：4/9(木)・4/10(金) 14：40〜
場所：リンクショップ前特設コーナー
参加者数：2日間合計298名

POINT.1

この取り組みは、3月に行われた「キャンパス委員会」にて案が出され、
実施に至ったものです。キャンパス固有の課題にもとづき、「年間を通じ
て総代活動を行い、多くの組合員を巻き込みながらともにつくる生協」の
実現を目指して毎月議論されるこの場で、組合員と深く関わる企画として
学生委員から提案されました。生協や学生委員会の認知度や関心が低いと
いう現状を踏まえ、直接交流する機会を設けたいという意見に職員も賛同
し、実施に向けてスピード感を持って進む議論の様子が印象的でした。
学生委員と職員が対話を重ねながらイメージを具体化したことで、その

日のうちにおおよその実施日や場所、企画の内容が決定していました。

職員とともに考え実施するプロセス

POINT.2

立命館大学びわこくさつキャンパスには、食に関する学部が設置され
ており、食への興味・関心が強い組合員が多いです。このような特徴か
ら、今回はチュロスの無料試食会が行われました。5種類のフレーバー
を試食してもらい、一番好きな味をシール投票で選んでもらう形をとっ
ていました。
開始前から90人近くの人が列を作り、開始を待つ姿が見られるなど、組
合員がこの企画を楽しみにしていた様子がしっかりと伝わってきました。
1位になったフレーバーは後日、生協ショップまたは食堂で販売される
こともアナウンスされていました。

組合員の興味に寄り添った取り組み

背景や概要：キャンパス委員会にて立案
された取り組み。組合員に対し、5種類の
味のチュロスを配布し、お気に入りの味
を投票してもらった。総代募集や次回の
企画の宣伝も同時に行われた。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！

ブロック学生事務局 [ 上森 友彩美 ] 
Uemori.Yusami@univ.coop

POINT.3

取り組みを事前に知っていた人だけでなく、列を見て興味を持った組合
員や、食堂・ショップに来た人に学生委員が声かけを行っていました。こ
れにより、利用のついでに立ち寄る組合員も増え、多くの組合員を巻き込
むことができていました。
シール投票の際には、学生委員の積極的な働きかけにより、試食した多く
の組合員に投票を促していました。また、投票後には総代募集や次回の学
生委員会の取り組みを告知してチラシも配布し、生協への関心を高めると
ともに、継続的な組合員との関わりづくりのきっかけに繋げていました。

多くの組合員を巻き込み、単発で終わらせない工夫
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